
＜活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関り＞

園名

日時

１．活動テーマ

＜テーマ＞

＜テーマ設定理由＞

５.振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

とうきょう　すくわくプログラム活動報告書

・今回の片栗粉の感触探求では「気持ちいい」という言葉が子ども達から多く聞か
れた。また、活動終了の声掛けをすると「まだ触っていたい」「またやりたい」と
いう声も聞かれ、子ども達一人ひとりが純粋に感触探求を楽しんでいたように感じ
た。その他にも「サラサラ」「冷たい」「キュッキュって音がする」という感触や
音に関する言葉も聞かれ、過去に行ってきた感触探求の中で一番多く子どもから言
葉が聞くことが出来たと思う。
・今回は主に手で片栗粉の感触を楽しんだ。活動の後、服についた片栗粉を手では
らった時に飛び散る小さな片栗粉の粒子に驚いたり、テラスの床一面に落ちた薄い
片栗粉の上を歩いてペタペタという足での感触を楽しんだりする姿も見られた。次
回は今回の子ども達の姿や様子を参考に足の裏で感触探求をしたり、粉ふるいを使
用して細かい片栗粉の粒子に触れたりして更なる感触探求に繋げていきたい。

・各５人ずつの少人数グループに分かれて片栗粉の感触探究を行った。
・一度導入段階として片栗粉に触れる機会を設けていたため、椅子に座る
と保育士が声を掛ける前に自分から片栗粉に触り始めている子が多くい
た。一人ひとつずつトレーを用意したため、友達と関わりながらというよ
りも一人で集中して感触探求を楽しんでいた。

2歳児…感触（片栗粉）

砂遊びが好きな子が多くいるので日常の遊びで子どもの好奇心を掻き立てられる
ような活動は何かと考えた時に片栗粉に辿り着いた。片栗粉のユニークな質感は
子どもの好奇心を刺激し、想像力を掻き立てることもできると思い、今回片栗粉
の感触探求を行った。

２.活動スケジュール

・各５人ずつのグループに分かれ、少人数で行っていく。
・ステンレストレーの上に片栗粉を適量出し、片栗粉の感触を探求する。

3.活動のために準備した素材や道具、環境の設定

若葉保育園

2024.12.13

・片手で片栗粉を掴み、
ギュッと握ってトレーの上
に落とす動作を繰り返し行
う。
・友達が片栗粉で山を作っ
ているのを見ると真似して
両手で山を作り始める。
・両腕を使って砂を中央に
集め、壁のようなものを作
る。
・保育士が片栗粉の山に人
差し指を入れると真似して
山をつつき、片栗粉の山が
崩れると喜んでいた。
・トレーに広がった片栗粉
に片手をうずめ、手形を
とってしばらく楽しむ。
・「キュッキュッてして
る」と言って繰り返し力を
入れて片栗粉を握り、片栗
粉特有の音を楽しむ。
・楕円形の山を作り、両手
で掬って落としてという動
作を繰り返し行う。・防水シートの上に机（大）２台、机（小）１台、椅子５脚をコの字型に

配置する。
・片栗粉が防水シートの上にこぼれた時に拭く用の濡れタオルを用意す
る。
・机の上に片栗粉を適量出したステンレストレーを５枚並べる。

4.探究活動の実践

＜活動内容＞


